
２０２１年５月３０日 主日礼拝 
  

司  会   

祈  祷  

奏  楽                                    

                                     

賛  美  聖歌３２２番「まけや種を」 

 （みんなで共に祈ろう）（主がここにおられます） 

主の祈り 

 

   聖  書  ①②                            マタイによる福音書２８章１６～２０節 (P５０) 

                           ③   使徒行伝３章１～１０節 (P１８４)                                                                          

 

音  楽                                                                            聖歌隊＆オーケストラ(Ｖ）  

 

メッセージ   ①②                     「一日を力いっぱい生きる！」         坪井永城副牧師   

                ③     「聖母マリヤの影響力」                                                                                                                                      大川従道主任牧師   

 

賛  美                                 「いつくしみ深き友なるイエスは」（讃美歌３１２番） 献金 

           （故荒瀬姉 愛唱歌） 

頌  栄   「グローリア インエクシェルシス デオ」（聖歌１３８） アーメン 

                                                                   祝   祷                                                    

 
 

【大和ニュース】      

☆コロナ禍の中で一句。○コ ころんでも ○ロ ロマ書８章２８節を信じ ○ナ なにが襲って 

来ても、なんとかなるさ！感謝、感謝で毎日楽しみいっぱい！！ 

・ 本日、J.plus（青年・学生・中高生）。ＹＡＮＣＨＡはＹｏｕＴｕｂｅ運動会（２時半～）です！ 

 

* 今週も祈祷会は恵み満載！        ①水曜夜７時 ②木曜朝１０時半 説教は小林副牧師。 

☆「英語礼拝」（Ｏｖｅｒｆｌｏｗ ＹＣＣ Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｓｅｒｖｉｃｅ）が発足！毎週土曜日午後２時。 

  森チャペルにて。日本語通訳あり。本物の英語です。予約制。案内書あり。 

・ ロビーで、推薦図書が販売されています。「永遠と復活」は千円。岸先生のＣＤは 

１５００円。ＵＳＢ説教集は８０００円、リビングライフは６５０円。ＹｏｕＴｕｂｅは無料。 
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石の枕  
  

 人間は「ことば」によって生き、また生かされる存在である。 

 ＮＨＫのＥテレ『知恵の泉』で、西郷隆盛のお母さんを「スーパー・マザー」と 

紹介していた。母の口グセ３つ。①負けるな！②ウソをつくな！③弱い者を 

助けよ！……この３つが、西郷の人生を最後
．．

まで助けた。 

 先日父（大川博道）の告別式のＤＶＤができて視聴した。私が司会をし、 

義兄の千代崎牧師が説教。聖書朗読を義兄の高木牧師、代表祈祷を 

義弟の渡辺牧師。 

 弔辞を松木師、谷中師、村上師、藤巻師、終祷を尾花師が担当して下さった。 

一つ一つの言葉は、ベテランの牧師らしく、心に届く重みと感動があった。 

 私の両親は、私たちが就任した１９７０年の４月から７月までの４カ月間を 

代務牧師として、八百屋の裏の教会に住み込んで聖務を果してくれた。それは 

丁度、畑を耕やし、次に働く者が多くの実を得るための備えの期間であった。 

自分の牧する静岡ホーリネス教会を副牧師に任せて、息子の留守を担当して 

くれたわけである。２８才の若い牧師が、豊かな宣教の働きができたのは、背後に 

そういう犠牲があったことを憶えておいてほしい。 

 葬儀で語られた言葉は、父は「伝道の虫、牧師の鏡、時間さえあれば伝道、 

訪問」云々。４０才で始めた教会を、６人の子どもを育てながら、４８年間。 

病いで倒れたのも訪問先。入院しても隣りの人に伝道していたと語られた。最後の 

別れは、私と伝道の話しをしながら目を閉じた。遺された自伝『椎の木に桜』は、 

見映えもしない椎の木にも桜が咲く！父の証詞であり、遺言である。 

 

 『ネルソン・マンデラ－未来を変える言葉』も教えられること大であった。 

 同志の妻と分かち合おうとした人生を、私は決して後悔しない。妻と別れる 

にあたって、はじめて出会ったときから、刑務所に入っているときも入っていない 

ときも、一貫して育んできた愛情のすべてを妻に捧げます。 

 *マンデラが２７年間の刑務所生活に耐え、聖書を読み、主を信じて天を仰ぎ、 

解放された時には、別人のように輝いていた。まさに「マイナスはプラスになる」。 

神は生きておられて、最善以下をなさらないことを立証した不朽の名言集である。 
  

 

宿題（祝大）  今週もむさぼるように聖書を読みましょう！  

Aコース：ヨハネ１１章～１５章 Bコース：歴代志上２８章～歴代志下１９章 


